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人々はイタコに何を求めるのか(2)

－東日本大震災と青森からのメッセージとしてのイタコー
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東日本大震災、癒し、応援公演

はじめに

『もしイタ～もし高校野球の女子マネージャーが青森の『イ

タコ」を呼んだら』（畑溌聖悟作'）は、青森県立青森Lll央高校

演劇部が、宮城県、岩手県、青森県で被災地や被災者を元気づ

けるためにおこなってきた「被災地応援公演」での演劇タイト

ルである2･青森中央高校は、この演劇で被災地を巡る応援公演

をしながら､高校演劇部の大会で勝ち抜き､青森県の地区大会、

県大会、東北ブロック大会へとすすんだ3．東北ブロック大会で

＊国際文化学科

'畑漂聖悟は、現在青森県立青森中央高校の美術教諭同校で

演劇部顧問をしながら劇作家としても活躍している。ラジオ劇

の脚本などで数々の賞を受賞しているが、自身も俳優として

1991年から劇団「弘前劇場｣で活躍｡2000年から劇作家･演出

家を兼任し2005年に退団するが､同年｢渡辺源四郎商店」とい

う畑羅の戯曲を上演することを主目的とした劇団を立ち上げて

いる。（｢渡辺源四郎商店とは｣http:"Wwwmbegencom/about・html
「畑津聖|割略歴」hUp:"Wwwnabegen・com/Pmfile､htmlより
2012年１月２３日閲覧）

22011年１０月から１２月にかけ耐被災地で、無料で演劇をみて

もらう被災地応援公演が青森県（八戸市１０月２８日、青森市１１

月１２日)、岩手県（大船渡市１１月２６日、釜石市１１月２７日、

久慈市１２月１４口)、宮城県(気仙沼市１１月２６日）でおこなわ

れた。東北ブロック大会で最優秀賞を受賞後、青森市の青函連

絡船メモリアルシップ八甲、丸で、被災地応援公演の報告会と

公演がおこなわれた（１２月２３日)。筆者はこのうち、気仙沼公

演、久慈公演、八甲田丸公演を観劇した。

3青森県立青森中央高校は1999年全国高校演劇発表大会で優秀

賞、2005年と2008年に全国大会で最優秀賞を受賞した。また

同年に東奥賞を受賞している。全国高校演劇発表会の常連校と

して知られている（「畑嘩聖悟略歴」２０１２年１月２３日閲覧

http:/ﾊﾉvww､nabegcn､com/Proiile・hmll『東奥日報」２０１１年1０月

－６１

Iま最優秀賞を受賞し4,2012年８月の全国大会の出場をきめた。

脚本を書いた演劇部顧問の畑漂聖悟教諭によると、タイトル

は、岩崎夏海の『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカ

ーの『マネジメント』を読んだら」のパロディで、既成の作品

のイメージを借りることで作品に親しみやすさを出すという狙

いでこのタイトルにしたのだという5・

東日本大震災で、被害を受けた東北地方ｂ青森の演劇部の高

校生たちが、青森からの応援だということを伝えたくて、イタ

コを題材とした演劇にしたのだという6.生徒たちにイタコのこ

とをきいてみると、イタコのことは、この演劇をする以前から

知っていたという7．

この「青森メッセージ」としての演劇に、イタコがどのよう

に描かれているのか。現代に描かれるイタコをとおして、人々

はイタコに何を求めているのかという点を取り上げてみたい。

1．東日本大震災と青森からのメッセージ

：青森中央高校の被災地応援公演

「もしイタ～もし高校野球の女子マネージャーが青森の『イ

タコ』を呼んだら』は、被災地での公演を念頭においてつくら

２５口、『河北新報」2011年１１月２４日より)。

４第44回東北地区高校演劇発表会（2011年）というのが大会

の名称である（「東奥日報』2011年１２月２０日）。

s渡辺源四郎商店店主日記から

（http:伽abegen4m､exblogjp/15765841）２０１２年１月２２日閲覧
(’青森市の八甲田丸で､東北地区最優秀賞の受賞と被災地応援

公演の報告会での演劇部員による報告と、畑津教諭の話から。

７高校生がイタコを知っている理由として、伝統的な習俗とし

て知っていたということのほかに､近年のパワー･スポットブー

ム、スピリチュアルブームなども考慮しなくてはならないだろ

う。








